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【はじめに】 
 

平成 27 年（2015 年）国勢調査の結果をもとに都道府県別の男女別生涯未婚率（50 歳時点で 1 度

も結婚経験がない人の割合）が発表された。 

未婚率は前回の 2010 年の国勢調査結果からさらに男女とも上昇した。まずは、生涯未婚率が高い

10 エリアと低い 10 エリアを参考までに示してみたい（図表 1）。 
 
 

【図表1】50歳までに1度も結婚したことがない人の割合が高い10エリア・低い10エリア（％） 
 

割合が高いランキング（結婚していないエリア）  割合が低いランキング（結婚しているエリア） 

 

資料）社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集2017」より筆者作成 

 

ただランキングを眺めただけでは、各自治体の全国における位置づけをみることには便利であるも

のの、それが一体何を意味しているのかについては漠然とした理解にしかならない。 

このため、次に、男女別に一体何人に 1 人が 50 歳になるまで結婚経験がない（以下、未婚）エリ

アとなっているのかを、検証してみたい。 

 

 

 

1 沖縄 26.20 東京 19.20 
2 岩手 26.16 北海道 17.22 
3 東京 26.06 大阪 16.50 
4 新潟 25.15 高知 16.48 
5 秋田 25.10 沖縄 16.36 
6 青森 25.03 福岡 16.08 
7 神奈川 24.93 京都 15.81 
8 埼玉 24.83 長崎 15.38 
9 高知 24.82 鹿児島 14.69 
10 福島 24.69 愛媛 14.58 

男性 女性

1 奈良 18.24 福井 8.66 
2 滋賀 18.25 滋賀 9.21 
3 福井 19.19 岐阜 10.00 
4 岐阜 20.12 山形 10.08 
5 三重 20.41 三重 10.26 
6 兵庫 20.53 富山 10.41 
7 和歌山 20.63 茨城 10.69 
8 石川 20.64 栃木 10.98 
9 香川 20.93 山梨 10.99 
10 宮崎 21.51 石川 11.10 

男性 女性
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【男性は全てのエリアで6人に 1人以上が未婚者】 
 

図表 2 からは、ランキングで見るよりもいかに男性が未婚化しているかが見えてくる。しかも、女

性の未婚化と異なり未婚化の度合いに分散（ちらばり）が少なく、全エリアで 6 人に 1 人以上が未婚

であるという結果が示されている。 
 

【図表2】「何人に1人が未婚者か」統括表 
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日本は、国の調査では男女とも約 9 割が「いずれ結婚するつもり」iの社会である。 

その希望が 50 歳までに叶っているエリアとは、上記の国の調査から男性の 85.7％、女性の 89.3％

にいずれ結婚する意志があるとするならば、あくまでも全体として見てではあるが、未婚率が男性

14.3％未満、女性 10.7％未満であれば、50 歳までに結婚希望がほぼ叶うエリアである、といえる。 

そのような視点で図表 1 をみると、あくまでも全国レベルでの希望と各エリアでの現実との差異の

比較ではあるもののii、 
 

―男性の結婚希望－ 

50歳までに結婚希望とその現実が割合的にマッチング（希望≦現実） 

するエリアはデータ的にはゼロ 
 

―女性の結婚希望－ 

50歳までに結婚希望とその現実が割合的にマッチング（希望≦現実） 

しているエリアは福井、滋賀、岐阜、山形、三重、富山、茨城の7エリアのみ 

男性 女性 リスク

■ 　4人に1人以上結婚経験なし
沖縄、岩手、東京
新潟、秋田、青森

-

　5人に1人以上結婚経験なし
■、▲以外の全てのエリア

全国平均
-

▲ 　6人に1人以上結婚経験なし 福井、滋賀、奈良 東京、北海道

　7人に1人以上結婚経験なし
大阪、高知、沖縄、福岡、京都
長崎、鹿児島、愛媛、熊本

　8人に1人以上結婚経験なし
兵庫、大分、全国平均、青森、神奈川

宮崎、山口、広島、宮城、徳島
岩手、佐賀、千葉、埼玉、和歌山、岡山

　9人に1人以上結婚経験なし
静岡、新潟、秋田、奈良、鳥取、香川

群馬、福島、愛知、長野、島根

　10人に1人以上結婚経験なし
石川、山梨、栃木、茨城、
富山、三重、山形、岐阜

　結婚歴なしは10人に1人以下 滋賀、福井

単身世帯リスク・
少子化リスク

（後者は特に女性未婚）

ともに上昇
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であり、 
 

「男性の結婚希望とその現実が割合的にマッチングするエリアはない」「女性の結婚希望とその現実

がマッチングするエリアは中部地方を中心としたわずか 7 エリアのみ」という、男性にとっては全エ

リアにおいて、女性においてもほとんどのエリアにおいて結婚希望への対策が必要とされていること

がデータ的に見て取れる。 

 

 

【エリアの未婚化がもつ2つのリスク】 
 

未婚化には「結婚希望が叶わない」という個人的なリスク以外に、社会的にはどんなリスクがある

だろうか。以下、大きく 2 つに分けることができるだろう。 

 

1 つ目は、日本の場合は婚外子比率が非常に低いために、未婚化はそのまま少子化につながる。少

子化に伴う人口問題、すなわちそのエリアから人口がいなくなり自治体が存続不能となる「消滅可能

性都市問題」iiiである。 

 

消滅可能性都市リスク（エリア消滅リスク） 

 

2 つ目、これが未婚化の議論においては非常に机上にのぼりにくいのであるが、単独世帯（総務省

統計局による定義：世帯人員が 1 人の世帯）リスクであるiv。 

この単独世帯リスクについては、未婚化について様々な立場の方と議論する中でも、先方から筆者

にこのリスクについて質問されることがまずない状態である。 

 

単独世帯リスク（エリア不安リスク） 

 

単独世帯は最新の国勢調査結果でも、前回調査と同様に 3 割を超えている（図表 3）。 

単独世帯は、１人世帯主が心身の病気を患って誰も気がつかない、倒れていたり亡くなっていたり

しいても気がつかない、本人が就業不能・介護等になっても支える人がいない、すなわち、その家で

何か問題が起こっていても周囲に気づかれにくい（気づくのに遅れる）という社会不安リスクが、単

独ではない世帯のそれに比べて高くなってしまう。 
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【図表3】単独世帯比率の推移（1人住まい世帯の急増） 
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未婚化は、少子化によって多くの自治体が消滅する可能性が高まるだけではなく、生き残った自治

体においても「単独世帯リスクの上昇」という社会不安の上昇可能性を孕んでいることを、今回の調

査は改めて示す形となった。 
 

そのあり方は何であれ、1 人より 2 人、2 人より 3 人、「ともに支えあう人がその世帯にいる社会作

り」が急務となっているのではないだろうか。 

 

                                                
i 社会保障・人口問題研究所「第 15 回出生動向基本調査」：男性 85.7％・女性 89.3％ 

 
ii ただし、未婚者が結婚相手を求めてエリア間を移動することもあると考えると、エリアにおける未婚率を全国レベルで見

た結婚希望割合にマッチングする程度に引き下げることは非常に意味があると考える。 

 
iii 2014 年 5 月 「日本創成会議」（座長・増田寛也元総務大臣）が分析結果を発表。 

 
iv 単独世帯増加のリスクの詳細については、「単身世帯の増加と求められる対応 ～高齢単身者の現実」みずほ銀行産業調査

部「みずほ産業調査」2016No.1 等を参考にされたい。 


